
●令和６年度（2025）年に「和泉市水道ビジョン・経営戦略」を策定

⇒「持続・強靭・安全」を理想に掲げ、持続可能なたくましい水道事業の基盤強化に取組む

●水道ビジョンの描いた将来の水道事業のあるべき姿を実現化するための計画（20年間）
⇒管路更新、耐震化の加速化、効率的かつ効果的な事業推進に取り組む

●AI（人工知能）を使った管路劣化予測結果を活用

⇒AIを活用し、市内全管路に対して漏水事故の発生しやすい管路を定量的に評価。

●優先度定量評価方式

⇒重要度施設（縦軸）とAI劣化予測結果（横軸）を設定

●優先区分の設定⇒管路の劣化状態に応じて「緊急更新」「計画更新」「長期更新」の３つで区分

⇒区分を可視化することで、更新優先度の把握を簡素化

緊急更新・・・レッドゾーン（早急に更新が必要である管路）

目標更新期間3～5年 更新延長13.7ｋｍ 事業費 約42億円

計画更新・・・オレンジゾーン（計画的に更新が必要である管路）

目標更新期間5年 更新延長7.5ｋｍ 事業費 約21億円

長期更新・・・イエローゾーン（長期的に更新が必要である管路）

目標更新期間１０年 更新延長137.8ｋｍ 事業費 約347億円

和泉市水道管路更新計画 【概要版】

【管路更新計画の位置付け】 【AIによる劣化予測結果】

※数字が高いほど漏水事故が起こる可能性が高い

●基幹管路や重要施設に接続する管路などの管路が受け持つ重要度とＡＩ劣化予測結果を掛け合わせ

ることで、より効果的な管路更新が実現。可視化することで円滑な更新ができ、管路更新の加速化

と効率化を図る。

【計画対象（20年）】

●左記以外の区分として２区分を設定

グリーンゾーン ・ ブルーゾーン

管路更新サイクル８０年における
２１年目以降の更新対象に設定

【計画外（2１年目から80年目）】

●２０年間における必要更新延長 約160ｋｍ 事業費 約410億円 （レッド・オレンジ・イエロー）

８０年間においては、総事業費が約1520億円更新を止めた場合、年間約９件以上の漏水が発生する可能性がある

（給水管漏水を除く本管漏水のみ）

※事業費については管更新費用のみ

※事業費については管更新費用のみ
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　面的整備：区域やエリア全体を一括して対象とし、計画的かつ集中的に水道管の更新を行う手法

各計画との整合を図り総合的に更新計画を立案
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線的整備事業と面的整備事業との連動

　線的整備：路線や特定の重要な管路（送水管・主要な配水本管など）を対象として順次更新を行う手法

AIを活用した管路劣化予測で事故率を算出

水道管路更新計画の位置付け

和泉市水道ビジョン：管路更新率1.25％

水道管路更新・耐震化の加速化 効率的・効果的な水道管路更新

水道管路更新計画（令和8年度～令和２７年度）

市内全管路を対象にAIによる劣化予測を実施

A
A-5 A-4 A-3 A-2 A-1 　送水管、配水本管

B
B-5 B-4 B-3 B-2 B-1 　重要施設供給管路

C
C-5 C-4 C-3 C-2 C-1 　緊急輸送道路下の鋳鉄管

D
D-5 D-4 D-3 D-2 D-1 　上記以外の管路
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AI予測による
劣化状態
（横軸）

漏水事故率：0.01以上

漏水事故率：0.005以上0.01未満

漏水事故率：0.002以上0.005未満

漏水事故率：0.0002以上0.002未満

漏水事故率：0.0002未満

□ AIによる劣化予測結果を活用した評価　

重要度施設
（縦軸）

送水管、配水本管

重要施設供給管路※R11年度完了予定

緊急輸送道路下の鋳鉄管※R12年度完了予定

上記以外の管路

優先度大

優先度小

【縦軸と横軸の設定】



更新優先度の色分け図（８０年間）令和８年度から令和８７年度まで ●目標更新率1.25% 80年更新サイクルを達成するために年次計画の算出を行い平準化を実施

20年計画では、 年間目標更新延長8.0ｋｍと年間投資額約２２億円が必要

80年更新サイクルの残り60年間では、年間平均7.5ｋｍの更新と年間平均約20億円の投資が必要

※和泉市水道ビジョン 基本理念

【平準化した事業費】
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